
（別紙５）再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）

担 当 課：九州地方整備局 道路部 地域道路課
担当課長名： 的場 眞二

事業名 事業 事業
一般県道 野間島間港線 下田工区 区分 地方道 主体 鹿児島県

の ま し ま ま こ う しもだ

起終点 自：鹿児島県熊毛郡中種子町 下田 延長
くまげぐんなかたねちょう しもだ

至：鹿児島県熊毛郡中種子町 下田 １．１km
くまげぐんなかたねちょう しもだ

事業概要
一般県道野間島間港線は，中種子町の中心地である野間地区から種子島西海岸を南下し、島間港に至る

の ま しままこう

地域産業及び生活基盤の根幹をなす幹線道路である。しかしながら，中種子町中心部の西側に位置する下
田地区は歩道も未整備であり，幅員狭小（Ｗ＝５．１ｍ）の隘路区間となっていることから，安全で円滑
な交通の確保を図るため，２車線整備と歩道整備を行うものである 。。
Ｈ ８年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ ９年度用地着手 Ｈ１１年度工事着手

（Ｈ 年度変更）
全体事業費 １０億円 事業進捗率 ８９％ 供用済延長 ０．４km
計画交通量 1400台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １/11億円 8/13億円 平成１７年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： ７/11億円１．２ 事 業 費： 1/10
億円 走行費用減少便益： 1/ 1億円(残事業) 維持管理費： 0/１

交通事故減少便益： 0/ 1億円７．２
事業の効果等

（ ， ）・円滑なモビリティの確保 現道等に 当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線がある
・国土・地域ネットワークの構築（現道等における大型車のすれ違い困難箇所が改善される）

他２項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

， 。地域住民は早急な整備を望んでおり 県と町が一体となって全体説明会を開くなど町の協力を得ている
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

交通量（日当り）は５４２台／日（平成６年度）から８５９台／日（平成１１年度）と増加（1.58倍）
しており，道路改良の必要性はますます高まっている。
事業の進捗状況、残事業の内容等

平成１６年度までに延長約４００ｍ区間（橋梁１基 ５０ｍを含む）の供用を図っており，残事業は約
７００ｍである。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

共有地があることから，用地調査に期間を要していること，また，一部地権者の事業に対する理解が得
られないことにより，期間を要している。しかし，用地取得率は９０％を超えており，道路整備の早期完
成を望む声も高いことから，早期の用地買収に努め，平成１９年度中の完成を図る。
施設の構造や工法の変更等

コンクリート二次製品の積極的な活用や再生骨材の採用によりコストの縮減を図るとともに、切土量と
盛土量のバランスをとることにより，残土発生量を抑え，コスト縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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